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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・クラブ活動は1月20日からに変更。
・疾患別診療計画書 1/16(月)までにアップを終える様に
・利用者様満足度調査を1月中に実施予定。
・２月のプログラム予定表の入力をお願いします(20日までを目安に)。
・服薬確認をしっかりしましょう。服用後に空包入れに薬包を捨てる際に残薬がないか等確認する事。

<研修案内>
第8回　院内研修のお知らせ

下記の日程で開催します。

各自メールに添付された研修資料閲覧しレポート提出をお願い致します。

レポート提出期限： 2023年1月21日から1月31日まで

内　容：「精神科における倫理」 

講　師：北病棟　松村ＳＧＭ
＜利用者様情報＞
デイケア
· ミウラ　マイ様～性別：女性　年齢：29歳　診断名：摂食障害、発達障害(ADHD、ASD)

市内の精神科クリニックに通院しているが、主治医より当院でのセカンドオピニオン受診と発達障害プログラムへの参加を勧められ当院および青陽館に問い合わせあり。(セカンドオピニオン対応については外来で対応を検討する)

電話にて約1時間程度対応(8:20～9:20)。症状やお悩みについて尋ねるとこれまでの経過を話している。中学3年生～高校1年生の頃に摂食障害となり体重が24㎏まで落ちてしまい立つことも歩く事も出来なくなり、両親の理解も無く高校受験のプレッシャーなども有り精神不安定となり八戸市立市民病院小児科に半年間程度入院することとなった、その際に精神科受診を勧められ受診したが合わないと感じ通院中断し薬を飲まないでいたところ気持ちが不安定になった、食事を食べた後の罪悪感が持続しており大学生頃から通院先であるクリニックに通い始め、眠気の強さがありコンサータを飲むと眠気は治るようになったが、いま現在正看護師として勤務している中で多重課題や人間関係に躓くことが多く上司の理解も無く、うつ症状や強迫観念・こだわりの強さも指摘されている、職業センターに通い訓練を受けることとなったが自分自身にはレベルが低く感じ通うのを辞めた、主治医からは障害の特性を考えると看護師の仕事は合っていないと言われたが、一般論に過ぎず目が見えなくてもピアノを弾ける人が居るのだから自分としては納得できず、看護師として働きたい、主治医からは当院でのセカンドオピニオンとして田名部先生の診察を勧められ、青陽館での発達障害プログラムに通うことも勧められた といった経緯を早口で捲し立てるような口調で話し続けており、口調に熱がこもってくると敬語ではなく友達口調となることも多い。

互いにスマートフォンで青陽館のホームページを見ながら紹介することとし、概要説明を行っている。自分自身に合っているプログラムが有るのかを中心に質問を繰り返しており、発達障害プログラム・気分障害プログラム・就労支援プログラム一つ一つのプログラム概要を詳細に伝えると職業センターで受けていたレベルが低く感じた内容に似た部分もある事や、プログラム参加者の参加後の成功例の実績が有るのか、プログラムの空き時間には何もすることは無くスタッフは誰も介入してくれないのか(本人様はその状況を”野放し”と表現)などを繰り返し気にされている。また、自分自身は看護師であるため、医療職種について多少の知識があるが青陽館に通うとなった場合には精神保健福祉士からの関わりが欲しい、看護師や作業療法士は病気全般を勉強していてたまたま精神科に進んだだけだ、管理栄養士は私には関係がないといったことを訴えている。

電話での口頭説明だけではわからない部分も多いとのことで実際に見て参加してみたいとのことであり、本日13:30に青南病院外来にて待ち合わせをし青陽館見学を行うこととしている。

10:00再度本人様から着信があり青陽館にて対応。セカンドオピニオンの受け入れに関して外来看護師より13:00頃に折り返しを貰う事としていたが、もっと早く返事をしてくれないと通院先が本日は午前中のみの営業の為、通院先に伝える事が出来ず急かされていて困る、外来看護師に電話を繋げるように事務職員に伝えたが診察中で対応出来ないと言われ青陽館に転送されたが事務職員は話が通じないのか、病棟にも看護師がいるはずだからもっと早く対応が出来るはずだと口調はさらに強くなっている。こちらから外来看護師に対して、診察の合間に早めにセカンドオピニオンの件を返事を折り返すように伝える事を提案するが、それだと早めに電話を貰えないに決まっていると訴え、外来看護師が直接出てくれるまで青南病院外来に電話をし続けると話し終話。外来に情報提供している。
・エサシカ　マキ様～こころすこやか財団グループホーム世話人佐々木様より連絡あり、明日の見学、体験利用について、9:30～10:00の間に来所し、11:30まで見学と体験利用を実施する予定。場所がわからないため、グループホーム世話人が送迎を行うとのこと。
ショートケア

・特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア
・特記する利用者様はおりません。

